エコチル調査データの利用申請書
（エコチルやまなし版）

	＜データ利用の申請基準＞
1 研究計画が整っていること
2 筆頭著者であること。
3 申請承認日から1年以内に固定データを利用した論文執筆が可能であること、または学会発表（追加調査データのみ）が可能であること。
4 本様式にて甲信ユニットセンター長の許可を得ること。
④-1　本様式をもとにエコチル研究相談会で研究計画についてご説明を
お願いします。
④-2　データ利用の可否についてユニットセンター内で検討させていただき、
センター長の許可を得たのちにコアセンターへの申請手続きを行います。


· 論文1本ごと、学会発表1件ごとに申請をお願いいたします。

1. 基本情報
1 ) データ利用申請者
	氏名
	

	所属
	

	役職
	

	Email
	

	使用するデータ

※該当する項目にチェクを入れてください。
	☐全国調査データ

	
	☐追加調査データ
	☐8歳総合健診
	研究登録：☐あり ☐なし

	
	
	☐12歳総合健診
	研究登録：☐あり ☐なし

	
	
	☐その他追加調査

	研究登録：☐あり ☐なし

	
	
	
	追加調査名：こちらに記入してください。









2 ) 大学院生等の場合
	指導教員の氏名
	

	指導教員の所属
	

	指導教員のEmail
	

	現在の在籍学年
	☐　博士課程：　　　年生
☐　修士課程：　　　年生
☐　学 部 生：　　　年生

	卒業予定年月
	　年　　月

	備考欄
	



2. 研究の概要
	タイトル
	

	背景・目的
	





	方法
	





	予測される結果
	






	使用変数
	アウトカム
	1 
	　　　歳時
	☐全国　☐追加

	
	
	2 
	　　　歳時
	☐全国　☐追加

	
	曝露
	1 
	　　　歳時
	☐全国　☐追加

	
	
	2 
	　　　歳時
	☐全国　☐追加

	
	共変量
	1 
	　　　歳時
	☐全国　☐追加

	
	
	2 
	　　　歳時
	☐全国　☐追加


· 必要に応じて記入欄を追加してください。


3. 論文執筆スケジュール
1 ) 手続きの流れ
	全国調査データ
	関係者登録（初回のみ）→解析→エコチル調査研究相談会（毎週木曜17:00～開催）での発表（解析結果）→アブストラクト申請→論文執筆→研究相談会での発表（ドラフト）→JECS-G回覧→論文投稿前審査（審査期間1ヵ月程度）→論文投稿

	追加調査データ
	解析→研究相談会での発表（解析結果）→論文執筆→研究相談会での発表（ドラフト）→JESC-Y回覧→論文投稿前審査（審査期間1ヵ月程度）→論文投稿


　
2 ) 執筆スケジュール（見通しをご記入ください。）
	解析期間
	年　　月　　～　　　年　　月　　頃

	論文執筆期間
	年　　月　　～　　　年　　月　　頃

	論文投稿予定年月
	年　　月　頃



4. 学会発表スケジュール
1 ) 手続きの流れ
	全国調査データ
※アクセプトされた論文のみ発表可能
	学会情報の共有→抄録の提出→発表後の届出（発表日から7営業日以内）

	追加調査データ
※迅速審査を行うことでアクセプト前の発表が可能
	書類提出（抄録提出締切の14日前まで）→迅速審査申請（抄録提出締切の7営業日前まで）→承認後、抄録の提出→発表後の届出（発表日から7営業日以内）



2 ) 学会情報
	学会名
	

	会期
	　　　　年　　月　　日　～　　月　　日

	場所
	

	抄録締切日
	　　　　　　　年　　月　　日

	備考欄※
	





※　同じ内容での発表（二重発表）はご遠慮ください。以前に発表した内容を再度発表する場合は、データの追加や新たな解析など、内容の一部に新しい情報を含めてください。その際は、前回の発表との違いを備考欄に明記してください。
5. 甲信ユニットセンターのチェック・コメント
	提出時チェック
202X/X/X
	【既存計画書】

	
	XXX「　　」（X歳学童期総合健診）
（コア：承認済み？、倫理審査：承認済み？）

	
	【研究計画書との整合性（使用変数）】

	
	アウトカム
	・・・（8、12）
	記載あり？

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	エコチル研究相談会（初回）
202X/X/X
	・
・

	エコチル研究相談会（解析後）
202X/X/X
	・
・

	エコチル研究相談会（ドラフト作成後）
202X/X/X
	・
・



2

